
はじめに

「あなたの来世ですが…アーモンドかデーツで選べます」

生まれ変わるとき。こんなお告げをされたら、現状では喜べそうにないと思った。

なぜなら、「アーモンドはニキビできる」とか「デーツって甘いから太りそう…」

とか、誤解から生まれたネガティブな印象を他人から抱かれながら、不条理に敬遠

される食品として過ごす人生は、きっと心が苦しいからだ。楽しんで口にしてもら

い「美味しい！」と喜んでもらう最期が、食べものとして生きる人生では、きっと

嬉しいのではないか。

ナッツは、ある特定のものを食べれば肌荒れを招く可能性がある。しかし、ナッツ

は美しい肌や髪を保つために、必要な栄養素や効能が含まれる食品でもある。ドラ

イフルーツに関しても、砂糖がたっぷり含まれたものを食べれば糖分の摂りすぎに

つながるかもしれない。でも、砂糖不使用の無添加のドライフルーツを適量食べる

ことは、自然の甘みで幸福感を得ながら、ミネラルを補給する上で適している。

この真実を、私が代わりに伝えてあげたい。そんな無添加のナッツとドライフルー

ツへの慈愛の精神が「検定資格制度をつくる」という行動になった。当時、25歳

だった。

健康や美容の根源は、いつだって「自分が口にする商品の選び方」にある。購入者

が正しい知識をもって“品選び”をすることが大切だ。しかし、ドライフルーツや

ナッツについては、その正しい知識をどこから入手すればよいのかわからない。大

学の講義でも扱われないし、オトナの事情が 蠢
うごめ

 く企業からの情報では、真実は聞

き出せない。だからこそ、『ドライフルーツ＆ナッツアカデミー』が存在するのか

もしれない。

私は、医学博士でも管理栄養士でもない。しかし、健康的な体と精神を求めて、食
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事のセルフモニタリングを 10年にわたり継続してきた。だからこそ、自分に相性

のよい、「食」を判断する力を身につけることができた。

「○○を食べると、体にどんなサインが出るか？」という観察・検証・分析の繰り

返し。体内で起きた小さな変化に、目を凝らすこと。そんな毎日の自分自身との対

峙の中で発見したものは、本編の内容や今の仕事に大いに活かされていると思う。

商社、小売店（専門店）、料理人、芸人、主婦など…。これまで、幅広い職業と年

齢層のドライフルーツとナッツの愛好家たちが、ドライフルーツ＆ナッツアカデ

ミーの検定資格を受講してくださった。「新しい発見になった」というお言葉を全

国の受講者から頂戴して、大変嬉しく思っており、稿を起こす決意をした次第だ。

本書では、健康的なドライフルーツとナッツの選び方、期待される効能、Q&Aな

ど、包括的に紹介している。また３章では、業界を牽引するドライフルーツやナッ

ツを扱う食品専門商社の皆さまや、取り扱う事業者さまたちと対談している。

富士経済（東京・中央区）によると、2021 年のテーブルナッツの市場規模は

4360 億円にのぼり、2011 年と比べて 1.6 倍増と予測していた。また、農林水産

省によると、品目別で最も数量の多いナッツであるアーモンド（生鮮・乾燥）の

2020 年の輸入量は前年比 6.9%増の 38700t、くるみは 8.1%増の 18800t に伸び

ている。新型コロナウイルス感染症の影響でリモートワークが続いて運動不足にな

りがちの毎日に、健康的な間食としてミックスナッツの需要が一気に膨らんだから

だ。今、間違いなくナッツは期待されている。そして、この人気急上昇のナッツと

マリアージュを果たす食材こそが、ドライフルーツなのである。

私の目標は、「体に優しいドライフルーツとナッツをデリフードにする」ことであ

る。本書でドライフルーツとナッツの魅力が伝わって、毎日の食卓に欠かせない食

材の 1つとして認識される社会が実現できたなら、ドライフルーツとナッツの専

門家の冥利につきる。

ドライフルーツ&ナッツアカデミー代表

井上　嘉文
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